
                             

 

 

学校沿革史 

 
明治   ６年 「万場義校」 長徳寺において開校 

１９年 「万場簡易科小学校」に改称 

２６年 「万場尋常小学校」に改称 修業は４年 
      ４１年 「弥富尋常高等小学校万場分教場」となる 
昭和  １０年 校舎の改築落成式を挙行 

２２年 ５・６年児童も分教場に収容することとなる 
３０年 「北小学校万場分校」となる （児童数１４７名） 
３３年 増築校舎完成 
３５年 「第二北小学校」として独立、開校式典を挙行 

３８年 文集「まんば」初刊を刊行する 
４４年 新校舎竣工式を挙行する 
４６年 ＰＴＡ文集「波紋」初刊を刊行 
４８年 米飯給食の開始 
５５年 12/26 ～1/13 ８０年来の豪雪となる 
５６年 道路決壊により臨時休校  プール竣工式を挙行する 
５７年 体育館落成式を挙行する 
６０年 町制が施行され大和町となる「大和町立大和第二北小学校」に改称 

平成  元年 「第一北小学校」に校名変更  新校舎落成式典を挙行する 
１３年 野生生物保護功労賞・知事表彰を受ける 
１４年 ホタルの保護・観察活動に対して、県教育長より賞詞を受ける 
１５年 町村合併により、「郡上市立大和第一北小学校」に改称 

      １６年 創意工夫育成功労学校として文部科学大臣賞を受ける 
            第１８回東海北陸へき地教育研究大会発表校となる 
      １８年 日本動物保護管理協会より動物愛護表彰を受ける 
      １９年 県教育長よりホタルの保護活動で賞詞を受ける 
      ２２年 中日新聞ビバ地球新聞コンテストにおいて、１年生～３年生の部で最優秀賞を受ける 

環境省主催「子どもホタレンジャー」の活動において優秀賞を受ける 
       ２４年 県音研美濃地区大会研究演奏校として全校合唱を発表する 
               岐阜国体が開催され、白鳥会場の相撲競技を全校で観戦する 
       ２６年 岐阜県ふるさと教育表彰において、「ホタルの学校」「田んぼの学校」として優秀賞を

受ける 
       ２９年 野生生物保護活動を進めている団体として、郡上市環境団から功労者表彰を受ける 
令和    元年 岐阜地方法務局・岐阜県人権擁護委員連合会より、人権推進校指定に指定される 
        ２年 ３月～５月 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、休校となる 

            普通教室に空調設備（AC）設置 
        ３年 GIGAスクール構想により、１人１台のデジタル端末整備・使用開始 


